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大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・情報処理（前期・スクーリング）
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員会委員
就職委員会委員
大学院FD委員会委員
情報処理センター運営委員
ネットワーク委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

演習・実習科目で教育支援システムおよびe-learningシステムを利用

日本学術会議IUGS分科会CGI小委員会委員
日本情報地質学会　会長
情報知識学会　編集委員
大垣市史執筆委員（自然史編）
金生山化石館運営委員

1977年　京都大学大学院理学研究科地質学鉱物学専攻博士課程修了

1977年　京都大学理学博士

地球情報学　地球倫理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・34th International Geological Congress (2012, Brisbane) Symposium 2.5,
Convenor
・Mining　Pribram Symposium 2011, Panel Discussionｓ　on 'What constitutes
Mathematical Geology, from whence did it come and whither can it be expected to
do' （08 Oct. 2011) and 'Further goals of Geoethics' (13 Oct. 2012), Penellor
・大垣市教育委員会委託研究「金生山化石調査」調査担当責任者

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本情報地質学会　国際数理地質学会IAMG　情報知識学会　日本地質学会　日本古生物学
会　応用地質学会　地盤工学会　土木学会　計算機統計学会　日本リモートセンシング学
会　国際堆積学者協会IAS　国際古生物学会IPA　堆積地質学会SEPM　米国花粉学会AASP
ベンソス学会　金生山化石研究会

地球科学データのシステム化に関する研究
赤坂石灰岩の地質学的古生物学的研究
地球倫理学の発展に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・自然地理情報特論（通年）
・心理統計法特論（後期）
・
・授業科目

学部担当科目

・情報処理Ⅰ（前期）
・データベース論Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・情報学応用実習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・情報学演習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）Ⅲ（前期）Ⅳ（後期）
・表現技法Ⅰ（前期）
・
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2011年10月8日

The International
Section of
Mathematical
Geology, The Mining
Pribram Symposium
2011, Pribram,
Czech Republic

The International
Section of
Geoethics, The
Mining Pribram
Symposium 2011,
Pribram, Czech
Republic

2011年10月8日

Proc. Mining
Pribram Symp.
2011(CD)

Proc. Mining
Pribram Symp.
2011(CD)

2011年10月

2011年10月

数理地質学は地球科学現象の数理モ
デル化を推進して地球科学の理論的
発展に貢献してきた。地球情報学は
この数理地質学に新しい情報理論と
技術を積極的に取り入れることで地
球科学の精度の向上と利活用の幅を
広げてきた。（Sec. M, pp. M3.1-
6）

日本が東日本大震災を想定していな
かった原因の一つに地球科学の研究
成果が自然災害政策に適切に活用さ
れてこなかったことがあげられてい
る。自然災害に関わる地球科学情報
の社会的影響の重大さから、その公
開・活用ルールを作成するさいに地
球倫理学的視点が不可欠であること
を指摘した。(Sec. G, pp. G5.1-4)
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研究業績[著書、学術論文等]

①

学術論文①に対応

学術論文②に対応

① From mathematical
geology to geoinformatics

②Geoethical importance of
information management
before/after natural
hazards
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② From mathematical
geology to geoinformatics
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